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“　　　緒雪　　　　　畿脳糊繍環襯灘謙謹、f灘
麟朧麟の鰯として電蹴ものであるカい購　窄｝｝徽融（E…一。li・・）雄す翻丙蹴搬購

幡蟷働とし癒旺る畑畿b醐1た謙耳轍購京　に1艶＿頒紫褐曲（M…B・・w・）ドF醐禍色
者　鮮に於｝⊂齪鞭構の4・とに酬1欄の微を行　（Sacca，d。，，・li・。難釣工・mmy　Br。w・、一一なA・／／1

つた・その業績中，「麟燥繍に　蹴繍究擁灘　繍ロ鮪し，7cの㈱醐際あつて，これらの繊色
姻蜘19御撚凍（a’カ：・　・　IA’f）’e°spJ’ae「ell嘱菌　彩｝・it　Phs，tt。、伽嘱菌の驕と燃が縞繊巾’b

姻る梛親録磯稗ミ購と恥1瞬伽園1雛因　畿拡燃徽彊と藻の両蘇於・ら・隈点轍生
る既ラ縛藩との比鮫研多鴇1’3r・・嚇｝下即刷に附すことが　　するの雛髄るが，こ才しらは織噛の柄乎搬である。贋

醐鵬つ燥め野靴して粥に附いご撒肺　醜於て稀レ細嚇り網灘の鯨観躰とカも
ヲ・ωに過鎌かつた・こ囎文に蘭願の糊の総　るカ1，こ津、肝灘・㈱つて，そのi≧恥螂が外駄酬

飽や郷・律関す裾糾含熱てv’るから，　1・E．iNM？：　し，柄獺のようセ・吼のみlt開いているものe－tra・云me・v

醐に附され祝とが勲しかつ’「：　taとtx．x，，うまで紘　ている。

い・数靴へだててはいるが・こ昌こ糠とし舩錨　　　　　和　名

染鴛鯖灘繍熱謬窪暴無翫鵬姻嘱繊病鞭囎二縫
糊・騨欄の轍す・・ @　灘奮鴇蕪醗醐蹴撫鵜重
　　　　　　　　　　病徴　　　　囎。対し，後翻・C，rc・・p・・a1融姻・囎闘

　この苑麻の藥の新病警臨1943年10月から19十S年迄に　　　して使用されているから，誤調を避けるためには新名称

於て，京都市内の数ケ処で発見された。その分生胞子蒔　　　の提案がのぞま』しい。禍色斑点病とすれば，禍斑彌を聯

代ぽAscochyta属のものである。従つて，その病徴は　　想し易い鉾りでなく，禰色葉斑病なる名称と共に，梢々

・Phyllosticta　Ricini　E°ROSTR’による既知病雷に頗　　長過ぎる燃があるから，多少不満足に思うが，逸兇及び

る類似している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛者（4）ほこれに濃斑摘ゐ：る和名の使用を提案した。

　病斑｝也1’hyllosticta属菌酔こよる病害と岡様に，円形　　　　なおPhyllosticta　Riciniに因る疾病については・

又は櫓円形を髭することもあるが，多納形をなすことも　　褐斑病と命薪した学者があるが（1），襯斑病なる和賓砥こ

ある。併し最も代表的と見倣されるものは，不規則形で　　れに先立ちCercosPora　ricinella　SAcc，に國る疾病に

そあ周繕が湾状に四凸を有する。Ple“，llosticta属菌に　　対して広く使用せられている許りでなく・（11・静・7・6）糠物

よつても多少不規則形のものを生ずるが顕著でにない。　　病理学会の和名統一委風会に於ても採用決定済であるか

彌斑の大いさ億長径i乃至2加nt，短篠1乃蚕14nm（普通　　　ら，当然改艦ぜら・れねばならない。丈鰍によれぱ，　Cer・－

5一讐×4－8猟m）で同一藁画に大小葡々混生している　　cosPora属菌に因るものに対して斑点病なる和」菖を使用

が・Phyll・sticta　let菌によるも鋸比繍鵬斉一であ　したものも少くないが・（2岬前述⑱如く擁は纈蠣

る。簗の上下両面共に病斑の血が淡黄褐色（Light　　と称すべき・ものであるから，逸見及び篭齎④穏：Ph），〃o－

Ochraceous－－Salmon，　Pale　Ockraceous－Salmon，　　　sticta属菌に因る疾病に：文寸して斑、1隷猶なる和名の採用な

　孫信州火学繊維学郡植物ザ茜理学研究蜜　　　　　　　　　　提案し懸。
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　　　　　　　病原菌の形態と攣名　　・・　　　　　つて露1肌ている。高さ80乃簸120μ，棋径80乃盟13（夙も

編噸齢・・脚ノta・，e〃嘱磯備であ・。て，る・讐（搬醐桝」・下ll三Flヨ醐こぼ，羅覇

そ・f・湘肝献は加・卿購艮入さ幅。で翻゜繍形s7働幅つたカミ・側線蜘蟻・評
ある．柄醐・、顯鰍型1臆灘髄観し詞ミ：1形，　勲億畷帽灯・糊・じ・鱒酬にい…5欄
翻微醐・・ンズ形痴．て組榊にSl、，ll　S．．　L．　，そ。からli　SC1　i」　，鞭形で搏が・「騨部9翻1荊紬班朔・

砲径80乃到60戸であるが，麟が屡々環1礪石鉦iに欝　　いさ多少不同なもc’）が多妬・その1徹10際1‘μ・短

・．吼醸皮澱つて開・収、、。、い、径醐15μヲ1郷’5ノ籍゜・桝…1沸形轍瞭う鞘・ゆ

稿る．・瞬鰍齢照）畷顎。し環初鞠il泡　蹴いて繍け・1三）で編力いiい嚇1子徽旛培

で，後2細勘りs　fil，i糊形順卵」r刻柵，【郷輔二魁混瞳撫丁罷」脚1嚇珊鞍・・鮪則躁
し，灘麟：鴨るが多少轡｝1けるものソ覗机，　’t，（Wh，暢龍も樋熔摺こ欄庖子峨蹴み・alも削伽

・鰍3欄の畝・・鰯が荊編捌1灘臨枇　て・劉1懲照謝曝剛・・蹴かい隔
・・なv・s肋羅嚇1・，，鷹・・照，で瞬＝　鰍轡するに，糊・々脳麟鵬附1臆・1勝
が，難・乃臨短形・乃軸のも。澱も飢1吻嫌璽zα『Acc・et　S一⑩に磁麟f駄
子灘礫融じ，張蹴よ1麟禍触1，，・し，蜘奴嚇　　3♪乃α乙ア8～1σ励’…la　Ss｝…（II｝）に勲する魁St，h・e一

醜で，下音　醐榊｝・腱幅も，灘部力灘轍　轡齢M・‘励］e・ell嘱撒イ麹趣獅る煽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本痛々原菌の掌名に｝蛮　，lf．1・cosPhtterclla　ricin’icola

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（SPEG・）圧症蹴諭。亡MへT・・描：｛野齢醜む込称L．

　　　　　　　　θθ％θ燃＿＿

　　　　　　繍嗣師　 1紬螺讐欝織齢雛器繋鍵撚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ平均（cm）な以て」：ヒ鞍し九カミ，繭の移植欧；嚇繕駐に、柱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じブこ分生胞子な以て符つ｝’こ。醐・一・1婁験職・3圓宛反f≒三しタ篇

　　　　　　　一　　℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，簗斑痛繭｝霊薦区刺タトなしに26°Cで簸高‘ひ数虹セ示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，2°…S°C及び36℃で多少の発齢mし敦二に対1，斑

　　　　　　　　　　　lG．○、難鑛灘1ぞ灘饗

　　　　　　薯’　％g　纂器蕪；無麟灘脅1㌔灘1瓢1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は幾分低く24CC乃灘269Cであつて，24°Cに近い場、秀が姦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　いと見放される。発育に対圏il－一る限、界低1脚費はな1皇賓明糠で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないが，斑轄病國の方が幾分低いかも知牙τな、・。限帖！高

　　　第2図子嚢及び乎嚢胞子　約70d「×　　　“　　温慶｝栄阿れも40°C前後で；ちる。慮三験縮果の総1【1’．ほ第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1褒に」≒す｛葭りで涛）為。なお斑点痛1尉こ：ついて菖・，分生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膠　　　胞鎧E多成と温度との関｛系なも調査し庶二が，；lr　c・！・jl♂瀬温度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は欄養塾の簾1工によつて綱つてい’：o
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第1表　：葉斑病菌（14ycosphaei・ella）　及び斑点病　　　　　’第2籔　葉斑病菌（Mycospltqerella）及び斑点病菌

　菌（f）］tyllostictabの発育と縦度との関係・輿験　　　　　　（Phyllestic’ta）分龍胞子の発芽と温度との関

　赤9i・果総平均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係・i爽験結果聡平均

　　1葉斑病溌弓　．斑点病菌・　　．一．．．，．．．．葉照．翌豊L璽誉姫蕉
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器1暴灘羅難撫1第3麓灘灘鍵辮驚

　　　を創けZ…　　　　　　　隣斑病副斑点病菌
・・分生胞子の嚇・蹴の関融轍薄霞汁で．v＄　　腱譲羅正酬浩翻難正欝

馨簾雛蕪難難鱗摯輪∴塩蓼「臨・・6711・8°い2・91

とを比較臨膿馳3騰更復し燃その鞠　99劉1・・D
臥第2表の如くである。その結果を通臓すると，両痛菌　　　g7．5％l　　ISSO

慨東あ・つても26°C前後力：分生1肝の発撒び発芽管　　95％1　15・V2
。鰻に脳1遡随。ヨ、が判・．　　92％115539i－5．’］1・37、1・

　3，）分生胞子の窮穿と空気湿慶との関係蟄気湿度を
　轍で恥に欝縄る肉地1・掴鋤硝子面に塗採した芹’乞一しない場合には，たと燃気1鍍が玉゜〔％であつても・

醐馳子の嚇靴腋し．康，。培難に生じた胞子膨匡　τ鞘分生胞子暁騨雪軌く鴨こと淵P・た・而し

娘接獄し湖館靖31団糠浦つたがゴそ礁　て両菌≠契に蝋蒋在Lt・：くとも・鑛i猛慶93％ま蹴

羅騨て不駈稿つた．齢く幣茄様に頒レ発鞄子の纏癬既こと醐紐・又蝋縮では
ないからであろう。灘購藁錘1酬で胞子懸濁瀧作　職基から卿したll縦に職゜113％‘唖糀子襯在
り，その液滴な塗採乾燥さぜた場合に・つき，3回爽験な　　していたから・実験に’1るける発穿率から喪を減じたもの

反復した．こ膜験に於ても発芽靴搬に働つた　棋生発芽率としナ・が，勲繍に在㌧つ闘・・実騒ゆ

融でなく洞＿重駿のもめでも猛率囎い、融が　発荊齢うSな勝ら・醍撚と瓢麟1鱗と醐勲：

あつた魁辮の餉だけ脚ることが脈た誤騰　値筋る・

果の総平均1＊第3i（’に示づツ颪りであるカミ，　水滴の存在

il：ll　l網援：：1

2・　90　i　1・577　i1’1・79『

°・うX・11641i⑪・91
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　　　　　　　　　　　　　　　　　摘要・・．　　　　．Surrimary　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋
　　　　本論交に臨n・fl，c・spha・rella属菌に因る本邦未書蘇　　Tl、i・pap・・dealt　with・n・w　lea‘　f－di・・ns。。f

　　　の箆麻病轡についで，その病徴・和名・病原菌の形態と　　Rieini‘s　conttnttnis　I、，　caUs¢d　byル∫コ，COSPhae・i・ella

　　　学名及び彌原菌の2・3生理的性i！置を詑1践した。　　　　　　sp．，　especially　with　the　symptoms鋤d　the

　　　　病微は葉面に褐斑をつくるもので，1’hS，IF，　osticta　属　　Japanese　nan〕20f　the　discase，　the　morphology

　　　薦に因る既知病審とよく類似Lて、・るが，Ph．v〃ostictct　　and　thct　scienti’fic　namc　of　the　causal　fungus，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　購による繊漱いさが」’ヒ｝脚斉∵であるに対t・・本　・・d・pm。　pl卵・1・gi・・1・h－…s・f・・h－…1

　　　病斑をホ同・一・コ糞面に大小禰々沼乖÷ヒ1ノて、・るところに1時色力£　　fungus。

　　　あるqその大Xt　N，さ除匿：径！：乃Lli211nru，短径が1乃蒸1細旧　　　Thし二dlse’ase　a，　ppeurs　o：1　bo01　sides　of　thやleaVus

　　　　（普髄5－．・－14・4－S1・皿）で鋤・な・翻珈1：・儲Bに柄　、・b，。w。・p・・s，．P．・d・・s。・・bles・h…1…dy　k・…vn

　　　子徽に膿澱の黒点を渤ることが燃る・逸販ぴ　，1i，㈱8eca・、、，d　b）k’　Phy〃磁飾R蜘職．・R・・T・，

　　　鋤は・‘二の病繍に酬ミ難鰯と繍した。　’．　。。，y　m・，1、．撫thc　si・・。f．the・p。t…“・・d　hy

…　本病々騨1の触胞予剛聖｝う：1　AS‘・ch“，ta’・icinella　璃1，・，伽8∫θ〃・・p，　i・1－21　m・・1。蝋h・・n己1司牛

　　　S・・c…S。・…に・又一撫【寺代は3少励・ZZ・け耐・宮一　m。，　wiclth（解。n。，ally　5－14mm。4－8mm）a。c／1

，吻S鵡に．・緻するカ1：・』S．phae’吻瞠吻・・－is　m・rc瞬・1…1・…h・ゼC・u・C・a　by　p7り・〃・一

｝sphaetre”嘱．4改欄「・’cV、るか嚇病㈱の糊に　、伽、p．1。・h＿・，，1・a，e・。f・h・・P・・py，，・idi・

－t・．藺’c°sp！’aerella．．．・凋晦（亭P£Gρ．耳BM畔　・pP…a・・c・tt・rサd’b1・ck．・p・・S…h・b・・h

lIv　AT°°なる糊髄をつく？た・．，　．　・ide・・f・h・’・leuf・・　and　pe・ilh6・i・，・・・…，・1・…

；　本病々騨隠2°一一8°C．カ・ら40°ρの間に於て輝し・　，catt。red　black　sp。t、。n　th，・1・wei’　side，・f　th・
：’

D髄温蹴26°Cであつた・ac牙t剛しPhy～1・蜘噛　1，、f．　H，MM，』、。d，h。　w，i，。，　n、m，、1，h…，　n。、v

　　　の適邸24？脚鱒26°qであつた・．分坐胞争醗芽最船度　di、6as，・Y。h，。by。・i。・J。p燃。，
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